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 インプレスグループで理工学分野の専門書出版事業を手掛ける株式会社近代科学社は、2024年 10月 25日に、近

代科学社Digitalレーベル（※）より、『CAE活用のための不確かさの定量化−ガウス過程回帰と実験計画法を用いたサ

ロゲートモデリング−』（著者：豊則 有擴）を発行いたしました。 

 

（※近代科学社 Digital とは ： 近代科学社が著者とプロジェクト方式で協業する、デジタルを駆使したオンデマンド型

の出版レーベルです、詳細はこちらもご覧ください https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/scheme/） 
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●内容紹介 

モノ作りの現場では、 

A氏「Bさんの設計した新製品の件でご相談です。実は出荷検査で 5%もの不適合が発生しています。」 

B氏「何度もシミュレーションで確認したので信じられない。検査方法に問題があるのでは？」 

A氏「検査に使用している測定器は定期的に校正しているので問題ないのですが？」 

B氏「・・・」 

このような意見の対立が起こることがあります。こういった問題に対する解決アプローチが本書のテーマである「不確か

さの定量化」です。 

本書では、不確かさのモデル化に必要な「機械学習」、「ガウス過程回帰」や「実験計画法」について数学的な背景を紹

介した後、不確かさの定量化を支援する商用ソリューション SmartUQを紹介します。 

シミュレーションと実験結果の不一致やバラつきを解析し、優れた製品を開発する！ 

『CAE活用のための不確かさの定量化 

−ガウス過程回帰と実験計画法を用いたサロゲートモデリング−』 

発行 



読者各位が抱える問題の解決とモノ作りプロセスの効率化や健全化に本書が少しでも貢献できれば幸いです。 
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【近代科学社Digital】 https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm 

近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタルパワーを

積極活用することで、オンデマンド型のスピーディで持続可能な出版モデルを提案します。 

 

【株式会社 近代科学社】 https://www.kindaikagaku.co.jp/ 

株式会社近代科学社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大塚浩昭）は、1959年創立。 

数学・数理科学・情報科学・情報工学を基軸とする学術専門書や、理工学系の大学向け教科書等、理工学専門分

野を広くカバーする出版事業を展開しています。自然科学の基礎的な知識に留まらず、その高度な活用が要求さ

れる現代のニーズに応えるべく、古典から最新の学際分野まで幅広く扱っています。また、主要学会・協会や著

名研究機関と連携し、世界標準となる学問レベルを追求しています。 

 

【インプレスグループ】 https://www.impressholdings.com/ 

株式会社インプレスホールディングス（本社：東京都千代田区、代表取締役：松本大輔、証券コード：東証スタ

ンダード市場9479）を持株会社とするメディアグループ。「IT」「音楽」「デザイン」「山岳・自然」「航空・鉄道」

「モバイルサービス」「学術・理工学」を主要テーマに専門性の高いメディア&サービスおよびソリューション事

業を展開しています。さらに、コンテンツビジネスのプラットフォーム開発・運営も手がけています。 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社近代科学社 

TEL：03-6837-4828 

電子メール: kdd-qa@kindaikagaku.co.jp 

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/index.htm
https://www.kindaikagaku.co.jp/

